
東北森林管理局管内の
木材需給及び木材価格等について

令和７年６月19日（木）

東北森林管理局

資料２
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○ 東北５県の令和７年１～３月期の新設住宅着工数は、昨年同期より920戸（14％）増加した。
この期間の木造は昨年同期より545戸増加し、木造率は-３％であった。

■ 東北森林管理局管内５県の新設住宅着工戸数の推移  （令和２年１月～令和７年３月）

出典 ： 国土交通省 「住宅着工統計」

【R2, 1~3月】
木造率 81%
総数  7,149
木造 5,814

1

【R3, 1~3月】
木造率 77%
総数  7,237
木造 5,568

【R4, 1~3月】
木造率 71%
総数  7,952
木造 5,637

【R5, 1~3月】
木造率 77%
総数  7,496
木造 5,823

【R6, 1~3月】
木造率 85%
総数  6,738
木造 5,702

【R7, 1~3月】
木造率 82%
総数  7,658
木造 6,247
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○ 青森県の令和７年１～３月期の新設住宅着工数は、昨年同期より104戸増加した。
この期間の木造は188戸増加し、木造率は11％増加した。

■ 青森県の新設住宅着工戸数の推移  （令和２年１月～令和７年３月）

出典 ： 国土交通省 「住宅着工統計」 2

【R7, 1~3月】
木造率 98%
総数     890
木造 873

【R2, 1~3月】
木造率 88%
総数  1,013
木造 887

【R3, 1~3月】
木造率 78%
総数  993
木造 770

【R4, 1~3月】
木造率 90%
総数  840
木造 758

【R5, 1~3月】
木造率 96%
総数  761
木造    731

【R6, 1~3月】
木造率 87%
総数  786
木造    685
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○ 岩手県の令和７年１～３月期の新設住宅着工数は、昨年同期より208戸増加した。
この期間の木造は56戸増加し、木造率は11％減少した。

■ 岩手県の新設住宅着工戸数の推移  （令和２年１月～令和７年３月）

出典 ： 国土交通省 「住宅着工統計」 3

【R7, 1~3月】
木造率 82%
総数  1,305
木造 1,073

【R2, 1~3月】
木造率 81%
総数  1,206
木造 976

【R3, 1~3月】
木造率 87%
総数  1,151
木造 1,000

【R4, 1~3月】
木造率 78%
総数  1,347
木造 1,047

【R5, 1~3月】
木造率 79%
総数  1,391
木造 1,101

【R6, 1~3月】
木造率 93%
総数  1,097
木造 1,017
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○ 宮城県の令和７年１～３月期の新設住宅着工数は、昨年同期より558戸増加した。
この期間の木造は232戸増加し、木造率は６％減少した。

■ 宮城県の新設住宅着工戸数の推移  （令和２年１月～令和７年３月）

出典 ： 国土交通省 「住宅着工統計」 4

【R7, 1~3月】
木造率 73%
総数  3,905
木造 2,869

【R2, 1~3月】
木造率 73%
総数  2,996
木造 2,200

【R3, 1~3月】
木造率 70%
総数  3,206
木造 2,236

【R4, 1~3月】
木造率 62%
総数  3,770
木造 2,349

【R5, 1~3月】
木造率 67%
総数  3,765
木造 2,528

【R6, 1~3月】
木造率 79%
総数  3,347
木造 2,637
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○ 秋田県の令和７年１～３月期の新設住宅着工数は、昨年同期より47戸増加した。
この期間の木造は56戸増加し、木造率は１％増加した。

■ 秋田県の新設住宅着工戸数の推移  （令和２年１月～令和７年３月）

出典 ： 国土交通省 「住宅着工統計」 5

【R7, 1~3月】
木造率 97%
総数     639
木造 622

【R2, 1~3月】
木造率 94%
総数     875
木造    820

【R3, 1~3月】
木造率 85%
総数     923
木造    782

【R4, 1~3月】
木造率 70%
総数  1,034
木造    722

【R5, 1~3月】
木造率 91%
総数     585
木造 532

【R6, 1~3月】
木造率 96%
総数     592
木造 566
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○ 山形県の令和７年１～３月期の新設住宅着工数は、昨年同期より３戸増加した。
この期間の木造は13戸増加し、木造率は１％増加した。

■ 山形県の新設住宅着工戸数の推移  （令和２年１月～令和７年３月）

出典 ： 国土交通省 「住宅着工統計」 6

【R7, 1~3月】
木造率 88%
総数     919
木造 810

【R2, 1~3月】
木造率 88%
総数  1,059
木造    931

【R3, 1~3月】
木造率 81%
総数     964
木造    780

【R4, 1~3月】
木造率 79%
総数     961
木造    761

【R5, 1~3月】
木造率 94%
総数     994
木造 931

【R6, 1~3月】
木造率 87%
総数     916
木造 797
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○ 関東主要都市の令和７年１～３月期の新設住宅着工数は、昨年同期より5,869戸（8.6％）増加した。
  この期間の木造は3125戸増加し、木造率は１％増加した。

■ 埼玉、千葉、東京、神奈川の新設住宅着工戸数の推移  （令和２年１月～令和７年３月）

出典 ： 国土交通省 「住宅着工統計」 7

【R7, 1~3月】
木造率    48%
総数  73,808
木造    35,290

【R2, 1~3月】
木造率    48%
総数       67,735
木造      32,347

【R3, 1~3月】
木造率    47%
総数  70,135
木造      32,835

【R4, 1~3月】
木造率    45%
総数       74,148
木造      33,536

【R5, 1~3月】
木造率    44%
総数  72,236
木造    31,704

【R6, 1~3月】
木造率    47%
総数  67,939
木造    32,165
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○ 東北５県の令和７年１～３月期の新設住宅着工面積は、昨年同期より73,203m²（13.6％）増加した。
この期間の木造は昨年同期より67,898m²増加し、木造率は１％増加した。

■ 東北森林管理局管内５県の新設住宅着工面積の推移  （令和２年１月～令和７年３月）

出典 ： 国土交通省 「住宅着工統計」 8

【H7, 1~3月】
木造率    87%
総数  610,411
木造    531,342

【R2, 1~3月】
木造率    87%
総数     671,451
木造    582,884

【R3, 1~3月】
木造率    82%
総数  668,591
木造    548,083

【R4, 1~3月】
木造率    77%
総数     691,011
木造    534,613

【R5, 1~3月】
木造率    81%
総数  636,351
木造    518,347

【R6, 1~3月】
木造率    86%
総数  537,208
木造    463,444
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○ 関東主要都市の令和７年１～３月期の新設住宅着工面積は、昨年同期より611,774m²（12.9％）増加した。
  この期間の木造は157,217m²増加し、木造率は４％減少した。

■ 埼玉、千葉、東京、神奈川の新設住宅着工面積の推移  （令和２年１月～令和７年３月）

出典 ： 国土交通省 「住宅着工統計」 9

【R7, 1~3月】
木造率    53%
総数  5,362,172
木造 2,856,396

【R2, 1~3月】
木造率    58%
総数  4,879,873
木造 2,839,939

【R3, 1~3月】
木造率    58%
総数  5,079,732
木造 2,938,442

【R4, 1~3月】
木造率    55%
総数  5,436,611
木造 2,976,265

【R5, 1~3月】
木造率    51%
総数  5,440,841
木造 2,772,267

【R6, 1~3月】
木造率    57%
総数  4,750,398
木造 2,699,179
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○ 東北５県の令和７年１～３月期の新設産業用建築物着工面積は、昨年同期より31,922㎡減少した。
この期間の木造は昨年同期より19,960㎡増加し、木造率は６％増加した。

■ 東北森林管理局管内５県の新設産業用建築物着工面積の推移  （令和２年１月～令和７年３月）

出典 ： 国土交通省 「住宅着工統計」 10

【R7, 1~3月】
木造率    14%
総数  427,667
木造      58,804

【R2, 1~3月】
木造率    22%
総数  381,790
木造      84,083

【R3, 1~3月】
木造率    15%
総数  451,140
木造      68,477

【R4, 1~3月】
木造率    10%
総数  511,759
木造    51,158

【R5, 1~3月】
木造率    11%
総数  441,384
木造    50,053

【R6, 1~3月】
木造率    ８%
総数  459,589
木造    38,844
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○ 青森県の令和７年１～３月期の新設産業用建築物着工面積は、昨年同期より22,083㎡増加した。
この期間の木造は3,548㎡増加し、木造率は４％減少した。

■ 青森県の新設産業用建築物着工面積の推移  （令和２年１月～令和７年３月）

出典 ： 国土交通省 「住宅着工統計」 11

【R6, 1~3月】
木造率      24%
総数  27,493
木造      6,605

【R7, 1~3月】
木造率    20%
総数  49,576
木造      10,153

【R2, 1~3月】
木造率    30%
総数  38,461
木造      11,483

【R3, 1~3月】
木造率    19%
総数  57,997
木造      11,298

【R4, 1~3月】
木造率    11%
総数  69,286
木造    7,647

【R5, 1~3月】
木造率    13%
総数  38,090
木造    5,036
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○ 岩手県の令和７年１～３月期の新設産業用建築物着工面積は、昨年同期より91,477㎡減少した。
この期間の木造は5,714㎡増加し、木造率は16％増加した。

■ 岩手県の新設産業用建築物着工面積の推移  （令和２年１月～令和７年３月）

出典 ： 国土交通省 「住宅着工統計」 12

【R7, 1~3月】
木造率    21%
総数  57,519
木造      11,795

【R2, 1~3月】
木造率    42%
総数  78,857
木造      33,435

【R3, 1~3月】
木造率    20%
総数  68,629
木造      13,819

【R4, 1~3月】
木造率    18%
総数  53,830
木造    9,821

【R5, 1~3月】
木造率    10%
総数  108,071
木造    10,574

【R6, 1~3月】
木造率    ４%
総数  148,996
木造    6,081
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○ 宮城県の令和７年１～３月期の新設産業用建築物着工面積は、昨年同期より38,129㎡増加した。
この期間の木造は6,574㎡増加し、木造率は２％増加した。

■ 宮城県の新設産業用建築物着工面積の推移  （令和２年１月～令和７年３月）

出典 ： 国土交通省 「住宅着工統計」 13

【R7, 1~3月】
木造率    ８%
総数  230,234
木造      18,284

【R2, 1~3月】
木造率    12%
総数  189,186
木造      21,831

【R3, 1~3月】
木造率    13%
総数  193,728
木造      25,477

【R4, 1~3月】
木造率    ７%
総数  208,660
木造    14,098

【R5, 1~3月】
木造率   ８%
総数  187,702
木造    14,292

【R6, 1~3月】
木造率   ６%
総数  192,105
木造    11,710
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○ 秋田県の令和７年１～３月期の新設産業用建築物着工面積は、昨年同期より10,758㎡減少した。
この期間の木造は458㎡増加し、木造率は６％増加した。

■ 秋田県の新設産業用建築物着工面積の推移  （令和２年１月～令和７年３月）

出典 ： 国土交通省 「住宅着工統計」 14

【R7, 1~3月】
木造率    22%
総数  37,138
木造      8,205

【R2, 1~3月】
木造率    23%
総数  33,290
木造      7,520

【R3, 1~3月】
木造率    15%
総数  50,406
木造      7,715

【R4, 1~3月】
木造率    10%
総数  105,538
木造    10,279

【R5, 1~3月】
木造率    24%
総数  59,821
木造    14,399

【R6, 1~3月】
木造率    16%
総数  47,896
木造    7,747
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○ 山形県の令和７年１～３月期の新設産業用建築物着工面積は、昨年同期より10,101㎡増加した。
この期間の木造は3,666㎡増加し、木造率は２％減少した。

■ 山形県の新設産業用建築物着工面積の推移  （令和２年１月～令和７年３月）

出典 ： 国土交通省 「住宅着工統計」 15

【R7, 1~3月】
木造率    14%
総数  53,200
木造      10,367

【R2, 1~3月】
木造率    23%
総数  41,996
木造      9,814

【R3, 1~3月】
木造率    13%
総数  80,380
木造      10,168

【R4, 1~3月】
木造率     13%
総数  74,445
木造    9,313

【R5, 1~3月】
木造率    12%
総数  47,700
木造    5,752

【R6, 1~3月】
木造率    16%
総数  43,099
木造    6,701
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■ 埼玉、千葉、東京、神奈川の新設産業用建築物着工面積の推移  （令和２年１月～令和７年３月）

出典 ： 国土交通省 「住宅着工統計」 16

【R7, 1~3月】
木造率    ３%
総数  2,643,450
木造    92,104

【R2, 1~3月】
木造率    ３%
総数  3,021,246
木造      87,611

【R3, 1~3月】
木造率    ４%
総数  3,467,294
木造    133,703

【R4, 1~3月】
木造率    ５%
総数  2,106,178
木造    103,714

【R5, 1~3月】
木造率    ３%
総数  2,931,249
木造    95,177

【R6, 1~3月】
木造率    ３%
総数  2,803,473
木造    97,531

○ 関東主要都市の令和７年１～３月期の新設住宅着工数は、昨年同期より160,023㎡減少した。
  この期間の木造は5,427㎡減少し、木造率は±０％だった。
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■ 東北５県の製材用素材・製材品の生産量等の推移 （令和２年１月～令和７年３月）

出典 ： 農林水産省「木材需給報告書」「製材統計」

○ 東北５県の製材用素材の令和７年１～３月の入荷量は昨年同期比＋33％、消費量は＋52％
○ 製材品の令和７年１～３月の生産量は昨年同期比＋65％、出荷量は＋63％。

製材用素材

17

製材品

17※ 国産材と外材の合計値である。※ 在庫量に関してR7より算定方法が変更されたため、R6までの在庫量は不記載。
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出典 ： 農林水産省「木材需給報告書」「製材統計」

○ 製材用素材の令和７年１～３月の入荷量は昨年同期比－23％、消費量は－７％。
○ 製材品の令和７年１～３月の生産量は昨年同期比±０％、出荷量は－40％。

■ 青森県の製材用素材・製材品の生産量等の推移 （令和２年１月～令和７年３月）

※ 国産材と外材の合計値である。

製材用素材

18

製材品

18※ 在庫量に関してR7より算定方法が変更されたため、R6までの在庫量は不記載。



0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

0

10

20

30

40

50

60

70

80

1 4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10 1

R2 R3 R4 R5 R6 R7

在
庫
量

 ［
 千

m
3  
］

生
産
量
・出

荷
量

 ［
 千

m
3
 ］

生産量 出荷量 在庫量

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

0

10

20

30

40

50

60

70

80

1 4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10 1

R2 R3 R4 R5 R6 R7

在
庫
量

 ［
 千

m
3  
］

入
荷
量
・
消
費
量

 ［
 千

m
3
 ］

入荷量 消費量 在庫量

■ 岩手県の製材用素材・製材品の生産量等の推移 （令和２年１月～令和７年３月）

出典 ： 農林水産省「木材需給報告書」「製材統計」

○ 製材用素材の令和７年１～３月の入荷量は昨年同期比－12％、消費量は－10％。
○ 製材品の令和７年１～３月の生産量は昨年同期比－11％、出荷量は－11％。

19

製材用素材 製材品

※ 国産材と外材の合計値である。※ 在庫量に関してR7より算定方法が変更されたため、R6までの在庫量は不記載。
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■ 宮城県の製材用素材・製材品の生産量等の推移 （令和２年１月～令和７年３月）

出典 ： 農林水産省「木材需給報告書」「製材統計」

○ 製材用素材の令和７年１～３月の入荷量は昨年同期比＋17％、消費量は＋35％。
○ 製材品の令和７年１～３月の生産量は昨年同期比＋58％、出荷量は＋88％。    

20

製材用素材 製材品

※ 国産材と外材の合計値である。※ 在庫量に関してR7より算定方法が変更されたため、R6までの在庫量は不記載。
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■ 秋田県の製材用素材・製材品の生産量等の推移 （令和２年１月～令和７年３月）

出典 ： 農林水産省「木材需給報告書」「製材統計」 ※ 国産材と外材の合計値である。21

製材用素材 製材品

○ 製材用素材の令和７年１～３月の入荷量は昨年同期比＋150％、消費量は＋176％。
○ 製材品の令和７年１～３月の生産量は昨年同期比＋209％、出荷量は＋253％。    

※ 在庫量に関してR7より算定方法が変更されたため、R6までの在庫量は不記載。
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■ 山形県の製材用素材・製材品の生産量等の推移 （令和２年１月～令和７年３月）

出典 ： 農林水産省「木材需給報告書」「製材統計」 22

製材用素材 製材品

○ 製材用素材の令和７年１～３月の入荷量は昨年同期比－10％、消費量は＋２％。
○ 製材品の令和７年１～３月の生産量は昨年同期比－８％、出荷量は－８％。    

※ 国産材と外材の合計値である。※ 在庫量に関してR7より算定方法が変更されたため、R6までの在庫量は不記載。
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■ 全国の単板製造用素材・普通合板の生産量等の推移 （令和２年１月～令和７年３月）

出典： 農林水産省「合板統計」

○ 単板製造用素材の令和７年１～３月期の入荷量は昨年同期比＋２％、うち国産材は＋３％、
消費量は＋11％、在庫量は３月比－33％。

○ 普通合板の令和７年１～３月期の生産量は昨年同期比＋９％、出荷量は＋10％、在庫量は
３月比－４％。

23

単板製造用素材 普通合板



出典：農林水産省「木材需給報告書」「木材価格」 ※ 工場着価格。

■ すぎ丸太価格の推移  （令和２年１月～令和７年３月）

○ すぎ小丸太価格は年明け以降、岩手で横ばい、宮城で値下がりから横ばいである。秋田県はデータなし。
○ すぎ中丸太価格は年明け以降、全体的に値上げの傾向だが、山形は12月から１月にかけて下落。
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出典：農林水産省「木材需給報告書」「木材価格」 ※ 工場着価格。

■ まつ・からまつ丸太価格の推移  （令和２年１月～令和７年３月）
丸
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○まつ中丸太価格は、岩手では年明け以降横ばい。青森は7月以降データなし。
○ からまつ丸太価格は年明け以降、北海道・岩手ともに強含み。岩手と北海道の価格差は9,700円。

25

11,100 

11,900 

6,000

10,000

14,000

18,000

22,000

26,000

30,000

34,000

1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3

R２ R３ R４ R５ R６ R7

まつ中丸太 3.65～4.00m （24～28cm）

青森

岩手

14,500 

24,200 

1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3

R２ R３ R４ R５ R６ R7

からまつ中丸太 3.65～4.00m （24～28cm）

北海道

岩手



○チップ用針葉樹は、12月から１月にかけて10％程度の値上げ。
〇広葉樹材も12月から１月にかけて青森県のみ下落、年明け以降は全県で強保合。

出典：農林水産省「木材需給報告書」「木材価格」 ※ 工場着価格。

■チップ用丸太価格の推移  （令和２年１月～令和７年３月）
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■ 針葉樹合板及び合板用素材価格の推移  （平成27年１月～令和７年３月）

出典 ： 農林水産省「木材需給報告書」「木材価格」
※ 平成30年１月に調査都道府県、調査対象工場の見直しを行ったことから、平成29年12月以前の数値とは接続しない。
※ 針葉樹合板価格は、木材市売市場、木材センター及び木材卸売業者における小売業者への店頭渡し価格。合板用素材価格は、合単板工場着購入価格である。
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○ 針葉樹合板価格は、1, 400円/枚。
○ 合板用素材価格は、年明け以降強含みの傾向にあるものの、宮城では値下げにある。

針葉樹合板：厚さ1.2㎝、幅91.0㎝、長1.82ｍ、１類
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（円／枚）
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出典：農林水産省「木材需給報告書」「木材価格」 ※ 工場着価格。

■ 関東地方との木材価格の比較  （令和２年１月～令和７年３月）
丸
太
価
格

 ［
 円

/
m

3
 ］

○ すぎ中丸太の価格は、年明け以降各県で強保合～強基調の傾向がみられているが、青森と山形では12月
から１月にかけて下落している。
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出典：農林水産省「木材需給報告書」「木材価格」 ※ 工場着価格。

■ 関東、関西、九州地方との木材価格の比較  （令和２年１月～令和７年３月）
丸
太
価
格

 ［
 円

/
m

3
 ］

○ 年明け以降秋田、栃木は強保合～強基調の傾向にあるが、宮崎は横ばいにある。
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○ すぎ正角（乾燥材）とすぎ集成管柱の価格は12月から１月にかけて下落し、年明け以降は横ばい。
すぎ正角とWウッド集成管柱は昨年以降ほぼ同価格・横ばい。

■ 全国の製材品主要品目価格の推移  （令和２年１月～令和７年３月）

出典 ： 農林水産省「木材需給報告書」「木材価格」
※１ 価格は、令和２年１月以降のホワイトウッド集成管柱及びすぎ集成管柱は集成材工場出荷時の販売価格、それ以外は木材市売市場、木材センター及び木材卸売業

   者における小売業者への店頭渡し価格となる。
※２ 令和２年１月から、ホワイトウッド集成管柱は規格及び調査都道府県、調査対象工場の見直しを行い、調査価格も※1の通り変更となったことから、令和元年12月以

 前の数値とは接続しない。
※３ 令和４年１月調査から、米まつ平角の製材品価格の把握は廃止された。 
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○ 米ドルは、６月１日現在142円台。
○ 欧州ユーロは、６月１日現在163円台。

■ 為替レートの推移 （平成26年１月～令和７年６月）

出典 ： Yahoo! ファイナンス（毎月の値は月初日の終値）
（注） ：令和７年６月１日現在

円
相
場

 ［
 円

 ］
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■ 輸出先別及び品目別の木材輸出額の推移  （全国）

○ 木材輸出額はR７年１～３月期を昨年同期と比較すると＋28％となっている。
○ R７年１～３月期の主要相手国は、中国、フィリピン、アメリカ、韓国、台湾となっている。
○ 品目別輸出額では、丸太が最も高く、次いでボード類、製材となっている。
○ R７年１～３月期と昨年同期を比較すると、丸太が＋47％、製材が＋35％、ボード類が＋10％となっている。

出典：財務省「貿易統計：統計品別国別税関別一覧表」 32
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■ 東北５県における木材輸出額の推移

出典：財務省「貿易統計：統計品別国別税関別一覧表」

○ R７年１～３月期と昨年同期を比較すると＋66％となっている。
○ 品目別のR７年１～３月期は昨年同期と比較して、丸太が＋192％、製材が＋381％、ボード類が－６％となっ
ている。
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■ 東北５県における輸出先別の木材輸出額の推移

○ R７年１～３月期の木材輸出額は、中国が最も多く、次いでフィリピン、アメリカとなっている。
○ 品目別では、丸太、製材は中国が最も多く、 ボード類はフィリピンが最も多くなっている。

34出典：財務省「貿易統計：統計品別国別税関別一覧表」
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出典：財務省「貿易統計：品別国別表」

■ 中国からの針葉樹合板の輸入量の推移

○ R７年１～３月期と昨年同期を比較すると、－85％となっている。
○ R６年の輸入量を月別に見ると、１月が最も多くなっている。
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■ PKS・木質ペレットの輸入量の推移

○ PKS輸入量は、 R７年１～３月期と昨年同期を比較すると、＋16％となっている。
○ 主な輸入相手国は、インドネシア79％、マレーシア21％となっている。
○ 木質ペレット輸入量は、 R７年１～３月期と昨年同期を比較すると、 ＋22％となっている。
○ 主な輸入相手国は、ベトナム69％、カナダ15％、マレーシア７％となっている。

出典：財務省「貿易統計：品別国別統計」 36
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補足資料

P38～42 東北森林管理局管内の動静（引用：令和５年６月３０日公表「令和４年木材統計」等）

P43  中国からの針葉樹合板の輸入額の推移

P44  PKS・木質ペレットの輸入量の推移

38
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■ 東北森林管理局管内５県の森林面積及び森林蓄積量

○ 管内東北５県の蓄積量は約7.8億㎥で、全国56億㎥の約14％相当。
○ 国有林は森林面積の約45％を占め、蓄積では31％。民有林のhaあたりの蓄積は200㎥／haを上回る。

国有林( )内は森林面積に対する国有林率

民有林

その他（市街地や田畑など）

出典：青森県の森林・林業（令和６年度版）、令和５年度版 岩手県林業の指標、みやぎの森林・林業のすがた（令和６年度版）、令和５年度版 秋田県林業統計、山形県林業統計（令和５年度版）、
国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」 （令和７年1月１日）、林野庁「森林資源の現況」（令和４年3月31日現在）、林野庁「第73次令和３年国有林野事業統計書（令和２年度）」 39
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■ 東北森林管理局管内各県の国産材の樹種別素材生産量（民・国の合計）

○ 生産樹種は県によって異なる。青森県・宮城県・秋田県・山形県はスギが主体。 
○ 岩手県ではスギに加え、カラマツ・アカマツ・クロマツ・広葉樹の生産量が多い。

出典： 農林水産省「木材統計」（令和５年度までの集計値）

青森県 岩手県 宮城県 秋田県 山形県
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■ 東北森林管理局管内各県の需要部門別国産材の素材生産量

○ R５年の製材用の比率が高いのは山形県（70％）。 
○ R５年の合板等用の比率は岩手県（35％）、宮城県（36％）、秋田県（36％）が高い。
○ R５年の木材チップ用の比率は秋田県（18％）、山形県(18％） が低い。

出典： 農林水産省「木材統計」（令和５年度までの集計値）
注意：平成29年度から、「合板用」が新たにＬＶＬ用を含めた「合板等用」に変更となった

岩手県 宮城県 秋田県 山形県

製材用 合板用・
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■ 令和５年における東北森林管理局管内各県の生産量及び需要量

○ 東北森林管理局管内５県で生産された素材のうち、約85％が管内で流通している。
〇 青森県、岩手県は生産量が需要量を上回り、宮城県、秋田県、山形県では需要量が生産量を上回っている。
〇 青森県、岩手県は生産量の約29～31％が他県に出荷されている。

出典： 「木材需給報告書」（農林水産省）
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■ 東北森林管理局管内５県の国有林材の販売実績の推移

○ 令和６年度の各県における素材販売量に占めるシステム販売の割合は32％～52％で東北５県では42％
だった。令和７年度計画では、各県におけるシステム販売は47％～62％で、東北５県では58％となっている。 
○ 令和６年度の立木販売実績は令和２年度と比較すると－１％、前年度比では－９％だった。

注1： 素材販売量は丸太の材積であり、立木販売量は立木材積である。
注2： 令和７年度は計画量である。
出典： 林野庁業務資料
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出典：財務省「貿易統計：品別国別表」

■ 中国からの針葉樹合板の輸入額の推移

○ R７年１～３月期と昨年同期を比較すると、－87％となっている。
○ R６年の輸入額を月別に見ると、１月が最も多くなっている。
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■ PKS・木質ペレットの輸入額の推移

○ PKS輸入量は、 R７年１～３月期と昨年同期を比較すると、＋60％となっている。
○ 主な輸入相手国は、インドネシア54％、マレーシア46％となっている。
○ 木質ペレット輸入量も増加しており、 R７年１～３月期と昨年同期を比較すると、 ＋21％となっている。
○ 主な輸入相手国は、ベトナム65％、カナダ18％、インドネシア6.8％、マレーシア6.6％となっている。

出典：財務省「貿易統計：品別国別統計」 45
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